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水平動2方向 (NS,EW成分),上下動 1方向 (UD成分)の
合計 3方向成分について,サンプリング周波数 100Hzで
180秒間観測行った.観測記録の波形およびフー リエス
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トル (V)で除 して H/Vスペ クトル比を作成 した.
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観測 地点 150地点ごとに観測 された8つの強蔑記録
の H/V スペ ク トル比を重ね合わせ,それを常時微動の
HJVスペク トル比と比較 しつつ.平均のfl/Vスペク トル
比を作成 した.その際に明らかに特異なケースは削除 し
た.そ して最終的に強震観測記録による平均 WVスペ ク
トル比 と常時微動観測記録によるH/Vスペク トル比を重
ね合わせて比較検討 した.1例(tto6)として Fig.5に両者
の tVVスペク トルを重ね合わせた結果を示 したー
また,両者の観測記録のH/Vスペク トル比から個別に
抽出される卓越周期Tとその周期に対応するrl/Vの比を
増幅率 Rとして個別に抽出 した.さらに周期 0.1秒から
2.5秒の周期範囲で H∧Jスペク トル比の曲線が囲む面積
をスペ ク トル面積 Sとして個別に算定 し,これ ら3つの
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常時微動観測と強震観測記録による WV スペク トル
比の比較結果について,強震計が設置されている地点の
ボー リング柱状図か ら地盤構造を以 下のように4区分
(A-D) して両者の整合性について考察 した,結果を
Fig12に示す,この結果,HⅣ スペク トル比の特性が比
























スペク トル比のスペク トル面積 (S)については,良好な相
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